
『
徒
然
草

解
に
よ
っ
て
生
じ
た

稿
で
は
、
こ
の
二
点

考
え
直
し
て
み
た
い

一

つ
れ
づ
れ
な
る

く
よ
し
な
し
ご

そ
も
の
ぐ
る
ほ

現
在
、
我
々
が
目

段
」
と
呼
ば
れ
て
い

章
段
区
分
は
な
か
っ

『
徒

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

も
の
で
、
誤
用
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た

を
検
証
し
、『
徒
然
草
』
冒
頭
部
が
い

。 は
じ
め
に

ま
ま
に
、
日
く
ら
し
、
硯
に
む
か
ひ
て

と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
く
れ

し
け
れ
。

に
す
る
『
徒
然
草
』
で
は
、
こ
の
有
名

る
。
と
こ
ろ
が
、
本
来
、『
徒
然
草
』

た
。
ま
た
、「
序
段
」
と
い
う
名
称
も

然
草
』
に
「
序
段
」
は

も
の
で
あ
る
。
本

か
に
あ
る
べ
き
か
、

て
い
る
本
は

が
、「
第
一
段

の
よ
う
に
、

ま
っ
て
い
る

こ
の
傾
向

、
心
に
う
つ
り
ゆ

ば
、
あ
や
し
う
こ

な
冒
頭
部
は
「
序

に
は
こ
の
よ
う
な

、
明
治
以
降
、
誤

管
見
に
入

の
う
ち
八
十

い
た
。
ま
た

区
分
の
記
号

「
序
段
」
を
置

一
方
、「
序

な
か
っ
た

一

三
本
だ
っ
た
。
残
り
の
一
本
は
、「
序

」
冒
頭
に
合
点
が
あ
り
、
章
段
区
分

「
序
段
」
を
区
分
す
る
写
本
は
全
体
の

。〔
末
尾
一
覧
表
１
参
照
〕

は
版
本
で
も
同
様
で
あ
る
。
管
見
に
入

二
『
徒
然
草
』
諸
本
冒
頭
部
の

っ
た
九
十
五
の
写
本
で
『
徒
然
草
』
冒

二
の
本
が
「
序
段
」
を
置
か
ず
、
次
の

、
九
本
が
行
末
一
杯
ま
で
「
序
段
」
部

も
な
く
、
連
続
し
て
い
る
と
見
な
せ
た

か
な
い
本
は
九
十
一
と
い
う
圧
倒
的

段
」
部
と
「
第
一
段
」
と
で
行
替
え

山

村

〇
七

段
」
部
が
行
末
で
曖
昧
だ

の
意
図
が
見
ら
れ
た
。
こ

約
四
％
と
ご
く
少
数
に
留

っ
た
四
十
六
本
の
う
ち
、

様
相

頭
部
を
調
べ
て
み
た
。
そ

「
第
一
段
」
と
連
続
し
て

を
書
い
て
い
る
が
、
章
段

。
そ
の
結
果
、
冒
頭
部
に

多
数
で
あ
っ
た
。

が
あ
り
、
明
確
に
区
分
し

孝

一



正
徹
本
、

常
縁

な
本
で
確
認
し
て
み

ま
ず
、

正
徹
本

持
つ
、
正
徹
（
一
三

る
。
同
本
で
は
三
行

行
目
「
い
て
や
こ
の

さ
れ
て
い
る
が
、
四

を
求
板
し
た
延
享
五

九
）
刊
十
六
行
本
、

七
年
（
一
六
九
四
）

統
に
す
ぎ
な
い
。
こ

本
が
多
数
を
占
め
て

『
徒
然
草
』
冒
頭
に

証
で
き
る
。
次
に
、

『
徒
然
草

「
序
段
」
を
置
か
な
い

区
分
し
て
い
る
も
の

か
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
寛
文

そ
の
求
板
本
で
あ
る

を
求
板
し
一
部
修
正

本
、

幽
斎
本
、

烏
丸
本
と
い
う
、

た
い
。

系
は
、
現
存
最
古
、
永
享
三
年
（
一
四

八
一

一
四
五
九
）
書
写
の
静
嘉
堂
文

目
末
尾
一
杯
ま
で
「
物
く
る
お
し
け
れ

世
に
」
に
続
く
。
正
徹
本
は
朱
点
に
よ

行
目
冒
頭
に
は
何
の
印
も
な
く
、「
序

年
（
一
七
四
八
）
刊
十
六
行
本
、
天

明
治
頃
刊
十
六
行
本
、
寛
文
十
年
刊
本

刊
十
二
行
本
を
同
系
統
と
見
な
す
と
、

の
結
果
、
版
本
で
も
写
本
同
様
、「
序

い
る
。〔
末
尾
一
覧
表
２
〕

「
序
段
」
を
置
か
な
い
の
は
、
量
的

現
在
『
徒
然
草
』
諸
本
研
究
の
基
準
と

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

本
は
三
十
六
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

は
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
刊
十
行

十
年
（
一
六
七
〇
）
刊
十
六
行
（
松
会

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
刊
十
六
行
本

し
た
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
刊
十

四
系
統
の
代
表
的

三
一
）
の
奥
書
を

庫
蔵
本
で
確
認
す

」
が
書
か
れ
、
四

る
章
段
区
分
が
施

段
」
部
と
「
第
一

く
、
連
続
し

こ
の
よ
う

大
多
数
の
本

る
。
に
も
か

の
部
分
を
区

久
保
田
淳

最
古
の
写
本

明
九
年
（
一
七
八

を
改
板
し
た
元
禄

わ
ず
か
三
、
四
系

段
」
を
置
か
な
い

側
面
以
外
で
も
実

し
て
使
わ
れ
る
、

た
東
京
大
学

「
は
あ
や
し
う

ず
、
連
続
し

烏
丸
本

（
一
六
一
三
）

く
れ
ば
、
あ

や
此
世
に
む

て
、「
序
段
」
部
を

本
以
下
、
十
本
し

衛
開
板
）
本
と
、

、
寛
文
十
年
刊
本

六
行
本
と
、
同
本

段
」
と
の
連

次
に
、

伝
え
ら
れ
る

「
き
つ
く
れ
は

ら
か
に
連
続

幽
斎
本

て
書
か
れ
て
い
る
。

に
、『
徒
然
草
』
冒
頭
部
は
基
準
と
な

が
「
序
段
」
を
置
か
ず
、「
第
一
段
」

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
現
在
我
々
の
目
に

切
り
、「
序
段
」
を
置
く
の
で
あ
ろ
う

校
訂
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
徒
然

で
あ
る
永
享
三
年
正
徹
書
写
静
嘉
堂
文

文
学
部
国
語
学
研
究
室
蔵
本
を
使
う

こ
そ
物
く
る
お
し
け
れ
い
て
や
此
世

て
書
か
れ
て
い
る
。

系
統
は
、
現
在
、
底
本
と
し
て
広
く
使

刊
烏
丸
光
広
校
訂
本
で
調
べ
て
み
る

や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
お
」
に
続
き
、

ま
れ
て
は
ね
が
」
と
、
句
読
点
は
施
さ 一

続
性
が
認
め
ら
れ
る
。

常
縁
本
系
は
、
東
常
縁
（
一
四
〇
一

、
村
井
順
氏
（
上
冊
）
旧
蔵
本
を
見
て

あ
や
し
う
こ
そ
物
く
る
お
し
け
れ
い

し
て
書
か
れ
て
い
る
。

系
は
、
幽
斎
の
子
幸
隆
（
一
五
七
一

る
代
表
的
諸
本
を
含
め
、

が
続
い
て
表
記
さ
れ
て
い

す
る
『
徒
然
草
』
は
、
こ

か
。草

』
は
、
先
述
し
た
現
存

庫
蔵
本
を
底
本
に
用
い
て

。
こ
の
本
も
三
行
目
が
、

に
生
」
と
あ
り
、
区
切
ら

わ
れ
て
い
る
慶
長
十
八
年

。
同
本
で
も
四
行
目
「
つ

五
行
目
「
し
け
れ
、
い
で

れ
て
い
る
が
、
行
替
え
な

〇
八

八
四
？
）
が
書
写
し
た
と

み
る
。
同
本
は
三
行
目
が
、

て
」
と
な
っ
て
い
て
、
明

一
六
〇
七
）
他
が
書
写
し



『
徒
然
草

た
の
は
、
江
戸
時
代

六
〇
四
）
刊
の
秦
宗

す
）
あ
た
り
か
ら
見

季
吟
『
徒
然
草
文
段

づ
き
、
二
四
四
段
に

「
第
一
段
」
が
続
い
て

敢
え
て
「
序
段
」
を

と
な
の
で
あ
ろ
う
。

あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

三

そ
も
そ
も
『
徒
然

底
本
は
、
行
頭

し
て
い
る
が
、

き
た
烏
丸
光
広

て
示
し
た
。
章

所
も
存
す
る
が

と
い
う
方
針
が
示
さ

先
に
見
た
よ
う
に

い
る
。
そ
の
凡
例
に

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

以
降
の
注
釈
書
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
は

巴
『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
以
下
、『

て
と
れ
る
。
以
後
、
寛
文
七
年
（
一
六

抄
』（
以
下
、『
文
段
抄
』）
で
は
、
松

区
分
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。

書
か
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

置
い
た
の
は
、「
従
来
の
分
け
方
に
従

で
は
、
こ
の
「
従
来
の
分
け
方
」
と
は

そ
こ
か
ら
検
証
し
て
い
き
た
い
。

江
戸
時
代
の
様
相

草
』
の
本
文
を
分
か
ち
、
章
段
番
号
を

に
朱
点
を
付
す
こ
と
に
よ
っ
て
章
段
が

翻
刻
に
際
し
て
は
こ
れ
を
省
き
、
近
世

校
訂
本
（
烏
丸
本
）
に
基
づ
く
章
段
数

段
の
分
け
方
も
、
底
本
と
烏
丸
本
と
で

、
従
来
の
分
け
方
に
従
っ
た
。

（
以

れ
て
い
る
。

、
正
徹
本
、
烏
丸
本
と
も
に
「
序
段
」

は
、

、
慶
長
九
年
（
一

寿
命
院
抄
』
と
略

六
七
）
刊
の
北
村

永
貞
徳
の
説
に
基

『
寿
命
院
抄

相
当
す
る
部

部
を
丸
々
引

さ
れ
て
い
る

グ
ル
也
イ
テ

、
久
保
田
淳
氏
が
、

っ
た
」
と
い
う
こ

い
か
な
る
も
の
で

付
け
る
よ
う
に
し

か
に
あ
る
。

な
い
し
、
巻

然
草
』
の
作

次
に
も
入
れ

こ
の
基
準

録
）
に
な
く

る
。
以
下
、

改
ま
る
こ
と
を
示

以
来
享
受
さ
れ
て

を
（

）
に
入
れ

は
一
致
し
な
い
箇

下
、
略
）

は
区
分
さ
れ
ず
、

（
以
下
、『
諸

「
従
来
の
分
け

す
。
と
こ
ろ

使
わ
れ
て
お

な
意
味
で
異

江
戸
時
代

い
る
。「
序
文

現
在
は
、

一

』
は
章
段
番
号
〔
一
〕
の
中
に
、「
序

分
が
一
緒
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

用
し
た
後
に
、「
此
マ
テ
ハ
此
草
子
ノ

。
次
の
「
イ
テ
ヤ
此
世
ニ

」
に
は
、

ヤ
ト
ハ
発
端
ノ
辞
也
」
と
い
う
注
が
施

そ
の
た
め
、
通
常
、「
序
文
」
に
は
頁

頭
の
目
次
に
入
れ
な
い
場
合
も
多
い
。

品
本
文
と
考
え
ら
れ
、
当
然
、
頁
番
号

ら
れ
て
い
る
。

で
見
た
時
、
江
戸
時
代
の
注
釈
書
は
、

、
本
文
で
は
な
く
「
序
文
」
と
し
て
扱

代
表
的
な
注
釈
書
を
例
に
と
っ
て
見
て

抄
大
成
』）
の
区
分
が
便
宜
的
に
用
い

方
」
と
い
う
と
、
通
常
、
こ
の
『
諸

が
、
こ
れ
ら
江
戸
時
代
の
注
釈
書
類
に

ら
ず
、
久
保
田
氏
が
依
拠
し
た
「
従
来

な
る
。

の
注
釈
書
は
、『
徒
然
草
』
冒
頭
部
を

」
と
「
序
段
」
の
一
番
の
違
い
は
、

貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊
の
浅
香
山

〇
九

段
」
部
と
「
第
一
段
」
に

本
文
冒
頭
に
は
「
序
段
」

序
分
也
」
と
い
う
注
が
記

「
此
句
一
段
ノ
大
綱
ヲ
挙

さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に

番
号
（
丁
数
）
が
付
さ
れ

一
方
、「
序
段
」
は
『
徒

（
丁
数
）
も
付
さ
れ
、
目

「
序
段
」
部
が
目
次
（
目

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

み
た
い
。

ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

抄
大
成
』
の
分
け
方
を
指

「
序
段
」
と
い
う
呼
称
は

の
分
け
方
」
と
は
、
厳
密

「
序
文
」
と
し
て
扱
っ
て

作
品
本
文
に
含
め
る
か
否

井
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』



寛
文
元
年
（
一
六

抄
（
徒
然
草
抄
）』
は

る
。
ま
た
、「
第
一
段

い
る
。
一
方
、「
序
段

う
認
識
し
て
い
た
か

古
人
こ
の
一
段

ひ
て
あ
る
に
、

『
野
槌
』
で
は
章
段

な
り
」
と
い
う
注
を

し
て
い
る
。
ち
な
み

に
生
レ
テ
人
ノ
人
品

後
者
が
「
段
」
と
い

す
る
意
識
は
推
察
で

抄
』
で
、
よ
り
明
確

『
徒
然
草

続
く
「
御
門
ノ
御
位

注
が
付
く
。
つ
ま
り

が
始
ま
る
が
、
そ
れ

ら
本
文
が
始
ま
る
と

『
寿
命
院
抄
』
に
次

元
和
七
年
（
一
六
二

六
一
）
刊
、
加
藤
磐
齋
（
一
六
二
一

、「
序
段
」
部
と
「
第
一
段
」
部
と
を

」
冒
頭
に
は
「
一
」
と
い
う
章
段
番

」
部
に
は
何
の
印
も
な
く
、
磐
齋
が

は
、
次
の
、
冒
頭
の
注
か
ら
理
解
す
る

を
一
部
の
序
と
見
ら
れ
た
り
。
さ
も
あ

或
人
の
い
は
く
、
書
籍
を
み
る
に
、
序

区
分
は
曖
昧
だ
が
、「
序
段
」
部
の

付
し
、
こ
こ
ま
で
が
全
体
の
「
序
文
」

に
、
次
の
「
第
一
段
」
の
後
に
は
、

ヲ
云
フ
ニ

」
と
い
う
注
が
あ
る
。
前

う
表
現
か
ら
、「
序
段
」
部
と
「
第
一

き
る
。
こ
う
い
う
意
識
は
、
以
後
の

に
な
る
。

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

」
の
部
分
に
は
、「
是
ヨ
リ
正
文
段
ニ

、『
寿
命
院
抄
』
は
、「
序
段
」
部
か
ら

は
冒
頭
章
段
の
「
小
序
」
扱
い
で
、
次

解
釈
し
て
い
る
。

い
で
、
林
羅
山
（
道
春
、
一
五
八
三

一
）
に
記
し
た
『
野
槌
』
を
見
て
み
る

七
四
）
の
『
磐
齋

明
確
に
分
け
て
い

号
も
付
け
ら
れ
て

「
序
段
」
部
を
ど

こ
と
が
で
き
る
。

る
べ
き
こ
と
ゝ
思

と
い
ふ
も
の
は
お

を
踏
襲
し
た

い
る
。
ま
た

と
い
う
章
段

こ
の
寛
文

先
の
『
寿
命

と
考
え
、
本

こ
れ
を
さ

後
に
、「
是
ま
て
序

で
あ
る
こ
と
を
示

「
此
ノ
段
、
人
間
世

者
が
「
序
」
で
、

段
」
部
と
を
区
分

『
磐
齋
抄
』『
文
段

通
常
、
序
文

け
れ
ば
い
け

磐
齋
の
い

本
文
で
は
あ

れ
は
、
後
述

で
は
、
ま
だ

『
文
段
抄
』

入
ナ
リ
」
と
い
う

本
文
「
第
一
段
」

の
「
い
で
や
」
か

一
六
五
七
）
が

。

ほ
く
は

そ
れ
に

に
わ
け

な
く
て

な
る
べ

こ
の
よ
う

「
此
ま
て
は
こ
の
草
紙
の
序
分
也
。」

、『
磐
齋
抄
』
同
様
、
次
段
の
「
い
で

番
号
が
記
さ
れ
、
以
後
〔
二
〕〔
三
〕

年
間
に
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
『
磐
齋

院
抄
』『
野
槌
』
を
発
展
さ
せ
、「
序
段

文
は
「
第
一
段
」
か
ら
始
ま
る
こ
と
が

ら
に
進
め
た
の
が
『
諸
抄
大
成
』
で
あ

は
作
者
と
別
人
が
書
く
も
の
で
、
序
で

な
い
『
徒
然
草
』
に
対
し
、
試
行
錯
誤

う
「
仏
書
」「
神
書
」
が
何
を
指
す
か

る
が
、
内
容
は
「
序
」
で
あ
る
と
い
う

す
る
「
序
段
」
の
解
釈
と
相
通
じ
る
も

「
序
段
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い

で
も
、「
序
段
」
部
冒
頭
に
章
段
名
は 一

、
別
人
が
書
り
。
か
ゝ
る
よ
り
ど
こ
ろ

つ
き
て
勘
る
に
、
是
は
仏
書
に
一
経
の

て
み
る
に
相
似
り
。
神
書
に
も
此
ご
と

、
本
文
の
う
ち
に
い
へ
る
こ
と
あ
り
。

きに
『
磐
齋
抄
』
も
冒
頭
部
を
「
序
」
と

と
い
う
注
が
付
け
ら
れ
て

や

」
冒
頭
に
「
初
段
」

と
続
く
。

抄
』『
文
段
抄
』
で
は
、

」
部
を
全
体
の
「
序
文
」

よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

る
。
同
本
で
は
、
章
段
区

は
あ
る
が
本
編
に
含
め
な

し
た
跡
が
窺
え
る
。

不
明
だ
が
、「
序
段
」
部
は

意
識
が
見
て
取
れ
る
。
こ

の
が
あ
る
が
、『
磐
齋
抄
』

な
い
。

記
さ
れ
ず
、『
寿
命
院
抄
』

一
〇

も
あ
る
に
や
と
い
へ
り
。

文
段
を
序
正
流
通
の
三
段

く
に
別
に
序
と
い
ふ
も
の

此
篇
也
。
此
草
子
の
例
に

解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、



『
徒
然
草

年
（
一
六
七
八
）
刊

多
シ
ト
イ
ヘ
ド
モ
此

確
に
「
序
段
」
で
は

そ
の
「
巻
第
一
目
録

段
」
と
、
章
段
番
号

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

で
確
認
し
た

た
。
確
か
に
、
こ
れ

述
す
る
よ
う
に
、「
序

い
る
。

『
諸
抄
大
成
』
は
、

項
目
を
立
て
て
い
る

て
い
る
。
こ
れ
を
す

『
諸
抄
大
成
』
か
ら
始

実
際
、
高
乗
勲
『

し
て
、

『
徒
然
草

然
草
諺
註
』
と
い
う

釈
』、

沼
波
武
夫
著

草
』、

橘
純
一
著

分
さ
れ
た
本
文
の
冒

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

〕
の
、「
是
マ
デ
一
部
ノ
序
文
ト
云
ヒ

義
ニ
シ
タ
ガ
フ
ベ
シ
。」
と
い
う
言
葉

な
く
「
序
文
」
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し

」
に
は
、「
一

い
で
や
此
世
の
段
」

と
章
段
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、

。
し
か
し
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
高

と
こ
ろ
、「
序
段
」
と
い
う
言
葉
は
使

ら
の
本
に
は
「
序
」
と
い
う
文
字
は
あ

段
」
で
は
な
く
「
序
文
」
と
い
う
意

「
序
段
」
部
末
に
「
此
ノ
一
節
ヲ
序
ト

。
そ
の
中
で
、
ま
ず
、
恵
空
『
徒
然

べ
て
章
段
名
と
考
え
る
と
、「
序
段

ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

徒
然
草
の
研
究
』「
校
本
篇
」
に
は

（
抄
）
秀
憲
稿
本
』、

『
徒
然
草
諸

江
戸
時
代
の
注
釈
書
と
、

内
海
弘

『
徒
然
草
講
話
』、

西
尾
実
校
訂
、

『
新
註
徒
然
草
』『
同
通
釈
』
な
ど
、
明

頭
に
、〔
序
〕〔
一
〕〔
二
〕〔
三
〕
と
い

伝
フ
ナ
リ
。
異
説

を
引
用
し
て
、
明

て
い
る
。
ま
た
、

「
二

聖
の
御
代
の

「
序

つ
れ

な

れ
て
い
る
。

院
抄
』、『
野

る
と
、「
序
」

わ
す
と
は
、

こ
の
よ
う

乗
勲
文
庫
に
あ
る

わ
れ
て
い
な
か
っ

る
が
、
こ
れ
は
後

味
で
用
い
ら
れ
て

云
之
論
」
と
い
う

草
参
考
』〔
延
宝
六

体
は
冒
頭
か

同
本
に
は

」
の
右

「
い
て
や
」
右

以
降
に
見
ら

「
序
段
」
部
は

『
徒
然

」
と
い
う
名
称
も

「
序
段
」
の
用
例
と

抄
大
成
』、

『
徒

蔵
著
『
徒
然
草
評

岩
波
文
庫
『
徒
然

治
以
降
の
注
釈
書

「
序
」
と
い
う

「
序
文
」
と
い

の
で
あ
る
。

寛
文
十
三

本
』（
高
乗

文
は
、「
序
段

段
」
と
「
第

う
記
号
が
記
さ
れ

る
ま
ゝ
に
の

一

し
か
し
、
高
乗
『
徒
然
草
の
研
究
』
に

槌
』、『
文
段
抄
』
な
ど
の
注
を
引
用
し

と
い
う
文
字
が
、
従
来
の
注
釈
書
を

考
え
に
く
い
。

に
、
江
戸
期
の
『
徒
然
草
』
注
釈
で
は

ら
「
第
一
段
」
が
始
ま
る
体
裁
が
と
ら

朱
筆
に
よ
っ
て
合
点
や
章
段
番
号
が

肩
に
は
朱
筆
の
合
点
と
「
序
」
が
、

に
は
朱
筆
の
合
点
が
確
認
で
き
る
。

れ
る
点
を
勘
案
す
る
と
、『
秀
憲
抄
』

「
第
一
段
」
の
「
小
序
」
と
見
な
し

草
諺
註
』
に
も
、〔
序
〕〔
一
〕〔
二
〕

文
字
は
、「
序
段
」
を
意
味
す
る
の

う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
証
拠
に
、
本

年
（
一
六
七
三
）
の
奥
書
が
あ
る

『
徒
然
草
の
研
究
』
に
は
『
徒
然
草
秀

」
を
置
か
ず
、「
第
一
段
」
と
連
続

二
段
」
間
は
、
改
行
し
て
章
段
区
分
を

段
」
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、『
諸

一
一

よ
る
と
、
同
本
は
『
寿
命

て
お
り
、
そ
の
点
を
考
え

逸
脱
し
た
「
序
段
」
を
表

、
冒
頭
部
を
本
文
と
分
け

れ
て
い
る
。

あ
る
。
本
文
冒
頭
「
つ
れ

「
第
一
段
」
の
書
き
出
し

章
段
番
号
が
「
第
二
段
」

も
『
寿
命
院
抄
』
同
様
、

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
三
〕
と
い
う
記
号
が
振
ら

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

文
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

『
徒
然
草
（
抄
）
秀
憲
稿

憲
抄
』
と
も
あ
る
）
の
本

し
て
い
る
。
次
の
「
第
一

し
て
い
る
の
で
、
本
文
自

抄
大
成
』
が
使
っ
て
い
る



れ
ど
も
、
寿
抄

の
ま
ゝ
に
従
ふ

鈴
木
は
、『
寿
命
院

て
い
る
が
、
先
述
し

「
序
文
」
の
意
味
で
使

成
も
巻
首
の
つ
れ

次
な
る
い
で
や
云
々

四

明
治
以
降
の
『
徒

「
序
段
」
の
用
例
は
明

補
）『
徒
然
草
文
段
抄

本
頭
注
に
は
、
以
下

此
段
は
、
所
謂

考
、
大
全
、
絵

『
徒
然
草

て
「
序
文
」
と
見
た

っ
た
り
し
て
い
た
。

し
て
「
序
段
」
と
い

に
な
っ
て
か
ら
の
考

の
成
立
時
期
に
つ
い

、
野
槌
、
盤
抄
、
大
成
等
に
も
序
段
と

べ
し
。

抄
』『
野
槌
』『
磐
齋
抄
』『
諸
抄
大
成

た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
で
は

わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
鈴
木
は
「

な
る
ま
ゝ
に
の
段
は
、
本
抄
と
同
じ

を
以
て
第
一
段
と
し
た
れ
ば
、
こ
は
こ

「
序
段
」
の
成
立

然
草
』
な
ら
び
に
注
釈
書
を
調
査
し
て

治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
刊
、
鈴

』（
青
山
堂
書
房
）
を
溯
る
こ
と
が
で

の
鈴
木
に
よ
る
「
増
補
」
が
あ
る
。

文
章
の
冒
頭
の
詞
な
れ
ば
、
別
に
一
段

抄
の
如
く
、
初
段
の
発
端
の
詞
と
見
て

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

り
、「
第
一
段
」
の
中
に
含
め
て
「
小

従
っ
て
、
冒
頭
部
を
本
文
に
含
め
、

う
章
段
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

え
方
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ

て
考
え
て
み
た
い
。

し
た
れ
ば
、
本
文

』
に
従
う
と
書
い

す
べ
て
「
序
」
は

凡
例
」
に
、「

大

く
序
と
見
な
し
て
、

た
び
も
し
ば
ら
く

期
で
あ
る
。

沼
波
瓊
音
（

沼
波
は
、

い
る
。
ま
た

に
、
意
味
あ

重
き
を
お
い

え
た
上
で
の

み
た
。
そ
の
結
果
、

木
弘
恭
（
訂
正
増

き
な
か
っ
た
。
同

と
せ
ず
し
て
、
参

然
る
べ
き
や
う
な

っ
て
改
訂
増

同
本
以
外
で

明
治
に
な

置
か
ず
「
第

併
存
す
る
。

一
段
」、「
首

こ
う
い
っ

序
」
の
よ
う
に
扱

「
第
一
段
」
と
区
分

明
治
以
降
、
近
代

で
次
に
、「
序
段
」

本
の
ま
ゝ
に

鈴
木
も
加

理
解
し
て
い

る
、
そ
う
い

成
』
の
表
記

鈴
木
の
本

そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
が
、
大
正
三

武
夫
）『
徒
然
草
講
話
』（
東
亜
堂
書
房

章
段
区
分
は
「
普
通
に
行
は
る
ゝ
も
の

、「
こ
の
書
を
段
別
す
る
と
云
事
は
、

る
ま
じ
き
こ
と
な
れ
ば
な
り
。」
と
、

て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、「
序
段
」

使
用
と
は
考
え
に
く
い
。

補
さ
れ
、
版
を
重
ね
る
。
し
か
し
、「

は
見
ら
れ
ず
、
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ

っ
て
も
、
江
戸
期
同
様
、『
徒
然
草
』

一
段
」
に
含
め
る
も
の
と
、「
序
段
」

ま
た
、「
序
段
」
部
の
名
称
も
、「
冒
頭

段
」、「
序
詞
」、「
発
端
」、「
序
分
」
な

た
混
沌
と
し
た
状
況
が
「
序
段
」
に
統 一

さ
し
お
き
つ
。」
と
書
い
て
い
る
。

藤
磐
齋
が
考
え
た
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら

た
の
だ
ろ
う
。
本
文
の
章
段
で
は
あ
る

っ
た
理
解
が
、
先
の
高
乗
『
徒
然
草
の

を
見
誤
ら
せ
、「
序
段
」
と
い
う
名
称

は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
の
没

年
（
一
九
一
四
）
刊
、

）
で
あ
る
。

に
従
へ
り
。」
と
書
い
て

索
引
の
便
宜
と
云
事
の
外

章
段
区
分
自
体
に
あ
ま
り

と
い
う
名
称
も
、
深
く
考

序
段
」
と
い
う
名
称
は
、

た
形
跡
は
な
い
。

本
文
冒
頭
は
、「
序
段
」
を

部
を
区
分
す
る
も
の
と
が

」、「
初
段
」、「
序
」、「
第

ど
、
多
様
で
あ
っ
た
。

一
さ
れ
て
い
く
の
が
大
正

一
二

本
文
の
章
段
が
始
ま
る
と

が
、
全
体
の
序
文
で
も
あ

研
究
』
同
様
、『
諸
抄
大

を
生
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。

後
も
、
佐
藤
仁
之
助
に
よ



『
徒
然
草

風
館
書
店
）、
大
正
六

草
新
解
』（
天
才
社
・

草
新
釈
』（
文
献
書
院

同
年

内
海
弘
蔵

『
井
上
徒
然
草
講
義
』

版
社
）
と
、

高
木

段
」
と
章
段
名
が
あ

な
い
。
こ
れ
は
、
本

章
段
番
号
を
記
す
体

考
え
ら
れ
る
。
こ
の

着
し
て
い
な
か
っ
た

以
後
、
大
正
五
年

先
述
し
た
鈴
木
と
似

の
中
に
、
鈴
木
弘
恭

従
っ
て
、「
序
段
」
は

の
使
用
と
い
う
可
能

明
治
期
に
は
全
く

呼
称
が
、
沼
波
以
降

大
正
四
年
（
一
九

同
本
に
は
、「
こ
れ』

に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

年

武
島
又
次
郎
ほ
か
好
文
会
同
人

止
善
堂
）、
同
年

永
井
一
孝
・
竹
野

）、
大
正
八
年

福
原
卓
爾
『
徒
然
草

『
徒
然
草
詳
解
』（
明
治
書
院
）、
大
正

（
尚
栄
堂
）、
同
年

豊
田
八
十
代
『

武
『
新
訳
徒
然
草
』（
修
文
館
）
で
は

る
の
に
対
し
、
本
文
「
序
段
」
部
に
は

文
自
体
は
旧
来
の
版
本
と
同
じ
、
次
の

裁
で
編
集
し
、
と
り
あ
え
ず
目
次
だ
け

よ
う
な
点
か
ら
も
、「
序
段
」
と
い
う

こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

（
一
九
一
六
）

光
風
館
編
輯
所
『

た
表
現
も
あ
る
。
ま
た
、
巻
末
に
挙
げ

『
つ
れ

草
文
段
抄
』
の
名
前
を
見

、
沼
波
の
造
語
と
い
う
よ
り
、
鈴
木

性
が
高
い
。

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た

、
大
正
期
に
な
っ
て
急
速
に
増
加
す
る

一
五
）
刊
、

石
井
直
三
郎
『
徒
然

は
徒
然
草
全
体
の
序
と
し
て
見
る
べ

８
人
『
合
評
徒
然

長
次
『
校
定
徒
然

詳
解
』（
弘
道
館
）、

九
年

井
上
頼
文

徒
然
草
新
釈
』（
広

名
称
が
用
い

で
も
同
様
で

段
」
に
変
え

大
正
八
年

草
評
釈
』
な

、
目
次
に
は
「
序

章
段
名
が
見
ら
れ

「
第
一
段
」
か
ら

改
訂
し
た
た
め
と

名
称
が
、
ま
だ
定

徒
然
草
鈔
本
』（
光

と
、
章
段
名

点
か
ら
、
過

た
い
。の

内
海

も
出
し
て
い

回
以
上
も
版

の
明
治
四
十

ら
れ
た
参
考
資
料

る
こ
と
も
で
き
る
。

の
影
響
を
受
け
て

「
序
段
」
と
い
う

。草
新
釈
』（
東
京
出

こ
の
中
で

此
段

此
書
全

ふ
れ
時

に
は
、

に
張
っ

も
そ
の

き
段
」
と
い
う
、

文
堂
書
店
）

一

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
正
七
年
（
一

あ
る
が
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

ら
れ
て
い
る
。

刊
『
徒
然
草
詳
解
』
の
「
緒
言
」
に
内

る
も
の
は
、
い
か
に
も
不
完
全
な
所
が

が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
触
れ
ら

渡
期
、
転
換
期
の
様
相
が
窺
え
る
。
以

弘
蔵
は
『
徒
然
草
詳
解
』
以
前
に
、
先

る
。
こ
の
『
徒
然
草
評
釈
』
は
、
明
治

を
重
ね
た
、
当
時
の
代
表
的
な
『
徒
然

四
年
（
一
九
一
一
）
初
版
本
の
冒
頭
部

『
校
定
徒
然
草
新
釈
』
の
「
序
段
」

は
初
段
の
発
端
の
詞
と
し
た
書
も
あ
り

体
を
読
む
に
、
思
想
も
統
一
せ
ず
、
材

に
応
じ
て
書
き
集
め
た
も
の
ゝ
や
う
に

徒
然
草
及
び
家
集
は
、
今
川
了
俊
が
命

て
あ
っ
た
も
の
を
集
め
た
も
の
だ
と
い

意
味
か
ら
考
へ
て
、
序
段
と
見
た
方
が

と
、「
序
段
」
を
用
い
る
注
釈
書
は
増

一
三

九
一
八
）
の
第
二
十
四
版

改
訂
四
十
版
以
降
、「
序

海
は
、「
自
分
の
『
徒
然

多
か
っ
た
」
と
書
い
て
い

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

下
、
そ
の
実
例
を
紹
介
し

述
し
た
『
徒
然
草
評
釈
』

か
ら
昭
和
に
か
け
て
百
十

草
』
注
釈
書
で
あ
る
。
そ

に
は
、「
首
段
」
と
い
う

頭
注
に
は
、

、
序
段
と
し
た
書
も
あ
る
。

料
も
区
々
雑
多
で
、
折
に

思
は
れ
る
。
殊
に
崑
玉
集

松
丸
に
尋
ね
て
草
庵
の
壁

う
て
あ
る
程
で
、
如
何
に

よ
か
ら
う
。

加
の
一
途
を
た
ど
る
。



が
、
余
り
変
更

ら
、
慶
長
六
年

「
鈴
木
本
」
等
に

や
し
う
こ
そ
物

認
め
、
特
に
序

段
抄
」
と
、「
井

下
を
通
じ
て
、

上
頼
文
『
徒
然
草
講

井
上
は
、
明
治
二

八
）
の
第
七
十
二
版

た
。
そ
れ
が
、
大
正

六
十
九
版
か
ら
は
、

井
上
は
そ
の
理
由
を

段
の
分
け
方

『
徒
然
草

る
。
そ
れ
を
正
す
た

従
っ
て
、
前
出
の
高

げ
ら
れ
て
い
た
『
徒

ら
な
い
。

内
海
が
冒
頭
部
の

不
明
で
あ
る
。
し
か

し
て
は
、
流
布
本
に
目
慣
れ
た
人
の
為

刊
行
の
「
寿
命
院
抄
」
及
び
「
諸
抄
大

従
っ
て
、
発
端
の
『
つ
れ
づ
れ
な
る

く
る
ほ
し
け
れ
」
を
「
徒
然
草
」
全
篇

段
と
立
て
『
い
で
や
、
こ
の
世
』
を

上
本
」「
岸
本
本
」
外
、
数
種
の
校
本

二
百
四
十
三
段
と
し
た
の
で
あ
る
。（

義
』
で
は
、
そ
の
事
情
を
知
る
こ
と
が

十
七
年
（
一
八
九
四
）
初
版
か
ら
大

ま
で
は
「
序
段
」
を
置
か
ず
、「
第
一

九
年
（
一
九
二
〇
）
の
『
井
上
徒
然
草

章
段
区
分
を
施
し
、
新
し
く
「
序
段
」

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

に
就
い
て
は
、
至
極
も
っ
と
も
だ
と
思

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

め
に
『
評
釈
』
の
改
訂
版
を
出
す
こ
と

乗
勲
『
徒
然
草
の
研
究
』
で
「
序
段
」

然
草
評
釈
』
は
、
こ
の
改
訂
四
十
版
以

名
称
を
変
更
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

し
、
内
海
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
様
の
修

に
不
便
で
あ
る
か

成
本
」「
井
上
本
」

ま
ゝ
に
、
云
云
あ

に
渡
る
大
綱
領
と

、
初
段
と
し
、「
文

と
に
参
考
し
、
上

以
下
略
）

に
し
て
妥
当

い
う
呼
称
が

従
っ
て
、「
序

の
戦
後
で
あ

以
上
、『
徒

で
き
る
。

正
七
年
（
一
九
一

段
」
に
含
め
て
い

講
義
』
改
訂
縮
刷

を
設
け
て
い
る
。

わ
れ
る
本
も
あ
る

っ
て
踏
襲
さ

以
上
の
よ

然
草
講
話
』

「
序
段
」
が
世

昭
和
十
八

で
は
、「
序
段

書
巻
頭
例
言

に
し
た
の
だ
ろ
う
。

の
用
例
と
し
て
挙

降
で
な
け
れ
ば
な

何
の
説
明
も
な
く

正
を
し
た
、

井

（
※
漢

た
。）

井
上
は
『

と
、
そ
の
根

に
「
序
段
」

な
誤
解
が
鈴

な
り
と
信
ず
る
も
の
に
よ
れ
り
。」
と

一
般
化
す
る
中
、
山
田
は
、
敢
え
て
そ

段
」
と
い
う
名
称
が
定
着
し
、
固
定

っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

五

お
わ
り
に

然
草
』
冒
頭
部
に
あ
る
「
序
段
」
と

れ
、
世
に
広
ま
る
こ
と
に
な
る
。

う
な
流
れ
か
ら
、「
序
段
」
の
成
立
時

が
出
た
大
正
三
年
と
見
な
し
て
も
い
い

に
定
着
す
る
の
に
は
、
ま
だ
少
し
時

年
（
一
九
四
三
）
刊
、
山
田
孝
雄
著

」
部
に
「
序
分
」
と
い
う
名
称
が
使

に
、「
本
書
の
分
段
は
諸
本
必
ず
し
も 一

字
、
仮
名
遣
い
等
の
表
記
は
、
私
に

寿
命
院
抄
』『
諸
抄
大
成
』
な
ど
に
従

拠
を
説
い
て
い
る
。
し
か
し
、
す
で
に

で
は
な
く
「
序
文
」
と
し
て
冒
頭
部
を

木
弘
恭
か
ら
始
ま
り
、
大
正
以
降
、
沼記

し
て
い
る
。「
序
段
」
と

れ
に
異
を
唱
え
て
い
る
。

化
す
る
の
は
、
山
田
以
後

い
う
章
段
区
分
が
誤
り
で
、

期
は
、
沼
波
瓊
音
の
『
徒

だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

間
が
か
か
る
。

『
つ
れ
づ
れ
草
』（
宝
文
館
）

わ
れ
て
い
る
。
山
田
は
同

一
致
せ
ず
、
今
そ
の
普
通

一
四

現
代
通
行
の
も
の
に
改
め

っ
て
「
序
段
」
を
立
て
た

見
た
よ
う
に
、
両
本
と
も

扱
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

波
、
内
海
、
井
上
ら
に
よ



『
徒
然
草

披
露
し
て
あ
る
。
要

「
序
段
」
と
言

解
な
訳
が
施
さ

れ
づ
れ
」
の
状

じ
み
た
状
態
に

が
存
す
る
の
で

〔
萩
谷
朴
『
本

頁
〕

今
、
我
々
に
求
め

鏡
を
外
し
、
原
点
に

本
稿
で
は
、
紙
幅

っ
た
。
こ
の
点
に
関

在
、
我
々
が
目
に
す

濃
く
反
映
し
た
物
で

ま
っ
て
い
る
こ
と
が

後
世
の
い
び
つ

て
正
し
く
読
む

と
こ
ろ
の
価
値

そ
こ
に
、
文
献

そ
の
成
立
も
近
代
に

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

わ
れ
る
『
徒
然
草
』
冒
頭
部
の
訳
は

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
自
由
閑
寂
な

態
か
ら
、
末
尾
で
突
然
、「
物
狂
ほ
し

な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
適
切
な
解
釈
が

あ
る
。

文
解
釈
学
』（
一
九
九
四
年
、
河
出
書

ら
れ
て
い
る
の
は
、
萩
谷
が
説
く
よ
う

立
ち
返
っ
て
読
む
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

の
関
係
で
本
文
解
釈
に
ま
で
立
ち
入
る

し
、
平
成
十
五
年
度
中
世
文
学
会
秋
季

る
『
徒
然
草
』
冒
頭
部
本
文
は
、
近
世

、
作
者
兼
好
の
意
図
と
は
ま
っ
た
く
の

、
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
色
眼
鏡
を
外
し
て
、
古
典
を
そ
の
生

こ
と
、
正
し
く
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
抽
出
し
得
る
筋

学
の
、
本
文
批
判
と
し
て
、
本
文
解
釈

な
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
を
検
証
し
た

さ
ま
ざ
ま
で
、
明

境
地
で
あ
る
「
つ

け
れ
」
と
、
狂
気

で
き
な
い
か
ら
で

『
摩
訶
止

（
佯
狂

し
た
名

台
僧
、

中
の
招

房
新
社
）
一
一
一

に
、
後
世
の
色
眼

う
か
。

こ
と
は
で
き
な
か

大
会
で
、
私
見
は

こ
の

期
写
本

う
に
、

「
物
狂

遺
誡
』

如
し
。」

こ
の

以
降
の
解
釈
を
色

別
物
に
な
っ
て
し

成
の
環
境
に
据
え

そ
の
本
来
有
す
る

道
を
つ
け
る
こ
と
、

と
し
て
の
、
使
命

こ
の

次
の
「

江
戸

こ
の
世

っ
た
た

「
あ
や
し

釈
さ
れ

。
こ
の
結
果
、
現

あ
る
。

一

観
』
が
説
く
、「
徳
を
縮
め
瑕
を
露
わ

）」
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ

僧
に
、
兼
好
も
『
徒
然
草
』
に
名
前
を

増
賀
（
九
一
七

一
〇
〇
三
）
が
い
る

き
を
断
り
、
大
和
国
の
多
武
峰
に
入
り

部
分
の
係
り
結
び
「
こ
そ

け
れ
」
は

が
「
あ
や
し
う
物
狂
を
し
け
れ
と
い
て

逆
接
で
文
脈
が
続
く
と
解
釈
す
る
べ
き

ほ
し
け
れ
」
の
部
分
は
、
中
世
に
広

の
、「
世
に
随
へ
ば
望
み
あ
る
に
似
た

を
踏
ま
え
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

『
行
基
菩
薩
遺
誡
』
に
言
う
生
き
方

部
分
、
古
写
本
で
は
章
段
区
分
が
曖
昧

第
一
段
」
と
続
け
て
書
か
れ
た
本
が
ほ

期
の
『
徒
然
草
』
注
釈
書
で
、「
物
狂

に
」
以
下
の
文
章
と
の
間
に
、
文
脈
の

め
、
冒
頭
に
「
序
」
が
置
か
れ
る
よ
う

う
こ
そ
物
狂
ほ
し
け
れ
」
の
係
り
結

た
た
め
で
あ
る
。

一
五

し
、
狂
を
揚
げ
実
を
隠
す

る
。
ま
た
、
こ
れ
を
実
践

挙
げ
る
、
平
安
中
期
の
天

。
彼
は
狂
気
を
装
っ
て
宮

、
名
誉
・
利
欲
を
厭
い
、

、
陽
明
文
庫
に
あ
る
室
町

や
」
と
表
記
し
て
い
る
よ

で
あ
る
。

く
流
布
し
た
『
行
基
菩
薩

り
。
俗
に
背
け
ば
狂
人
の

は
、
天
台
宗
の
根
本
聖
典

で
、「
序
段
」
が
な
く
、

と
ん
ど
で
あ
る
。

ほ
し
け
れ
」
と
「
い
で
や
、

連
続
性
が
認
識
さ
れ
な
か

に
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、

び
が
、
強
調
・
詠
嘆
と
解



も
り
で
あ
る
。
た
だ

る
も
の
だ
と
い
う
思

た
め
、
ま
ず
、
全
編

て
い
る
「
序
段
」
が

る
必
要
を
感
じ
、
本

最
後
に
、
こ
の
よ

新
鮮
な
目
で
作
品
本

『
徒
然
草
』
冒

兼
好
の
矜
持
、

以
上
の
点
を

古
写
本
の
多
く

人
は
な
か
な
か

分
ま
で
と
す
る

『
徒
然
草
』
冒
頭
部

『
徒
然
草

心
清
ら
か
に
修

俗
を
背
き
、

生
活
を
始
め
た

人
の
如
し
」、
つ

き
方
は
増
賀
同

き
方
で
あ
っ
た

、
学
会
発
表
の
後
、『
徒
然
草
』
は

い
込
み
が
い
か
に
根
強
い
か
、
痛
感
さ

の
「
序
」
で
も
あ
り
、
本
文
の
冒
頭
で

、
本
来
『
徒
然
草
』
に
は
な
か
っ
た
こ

稿
を
執
筆
し
た
次
第
で
あ
る
。

う
な
江
戸
時
代
か
ら
続
く
国
文
学
の

文
と
真
摯
に
向
き
合
う
必
要
性
を
訴
え

頭
部
は
、
予
て
か
ら
憧
れ
て
い
た
出

理
想
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら

勘
案
す
る
と
、『
徒
然
草
』
冒
頭
部
は

が
採
る
、
増
賀
の
言
葉
を
引
き
、「
ひ

あ
ら
ま
ほ
し
き
か
た
も
あ
り
な
む
。」

の
が
、
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
稿
を

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

行
し
た
僧
で
あ
っ
た
。

自
己
の
理
想
と
す
る
「
つ
れ
づ
れ
」
で

兼
好
は
、
行
基
の
言
う
よ
う
に
、
世
間

ま
り
「
物
狂
ほ
し
け
れ
」
で
あ
っ
た

様
、
名
利
を
厭
う
仏
の
教
え
そ
の
も
の

。

「
序
段
」
か
ら
始
ま

せ
ら
れ
た
。
そ
の

も
あ
る
と
見
ら
れ

と
を
明
ら
か
に
す

「
常
識
」
を
見
直
し
、

、
稿
を
終
え
た
い
。

『
野
槌

（

番

『
磐
齋

（

番

『
徒
然

求
記
号
、

『
徒
然

記
号
、

高
乗
勲

家
遁
世
を
遂
げ
た

れ
る
。

、
伝
常
縁
本
ほ
か

た
ぶ
る
の
世
捨
て

と
結
論
づ
け
た
部

改
め
て
論
じ
る
つ

『
つ
れ

早
稲
田
大

幸
隆
の

勉
誠
社

『
烏
丸

『
新
日

『
徒
然

デ
ー
タ
ベ

自
由
閑
寂
な
遁
世

か
ら
見
る
と
「
狂

。
だ
が
、
そ
の
生

で
、
理
想
的
な
生

注

三
木
紀

講
談
社
）

明
暦
四

の
体
裁
が

本
稿
で
は

（
一
九
九

笠
間
影
印』

は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
狩

号

０
１
１
０
５
０
２
）
を
参
照
。

抄
』
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
「
狩

号

０
０
５
０
３
２
０
）
を
参
照
。

草
文
段
抄
』
は
、
同
志
社
大
学
図
書
館
所
蔵

）
を
参
照
。

草
諸
抄
大
成
』
は
、
同
志
社
大
学
図
書
館
所

）
を
参
照
。

『
徒
然
草
の
研
究
』（
一
九
六
八
年
、
自
治

づ
れ
草

常
縁
本
（
上
）』、
一
九
六
三
年
、

学
図
書
館
蔵
。

生
没
年
は
注

に
挙
げ
た
『
徒
然
草
』
の
解

文
庫
三
五
『
徒
然
草

細
川
幸
隆
本

上
』

光
広
本

徒
然
草
』
一
九
九
四
年
再
版
、
勉

本
古
典
文
学
大
系
三
九

方
丈
記
・
徒
然
草

草
寿
命
院
抄
』
は
、
京
都
大
学
電
子
図
書

ー
ス
（

一

人
（
全
訳
注
）、
講
談
社
学
術
文
庫
四
二
八

。年
刊
十
行
本
と
万
治
三
年
刊
十
行
本
は
、
後

近
く
、
同
系
統
の
本
と
見
な
す
こ
と
も
で
き

、
特
に
明
記
し
な
い
限
り
、
人
物
の
生
没

九
年
、
岩
波
書
店
）
の
記
述
に
従
っ
た
。

叢
刊
三
〇
『
徒
然
草
（
上
）』、
一
九
九
一
年野

文
庫
」
マ
イ
ク
ロ
版
集
成

野
文
庫
」
マ
イ
ク
ロ
版
集
成

、
寛
文
七
年
跋
の
刊
本
（
請

蔵
、
貞
享
五
年
刊
本
（
請
求

日
報
社
）
二
七
頁
。

古
典
文
庫
。
上
冊
は
、
現
在
、

説
に
従
っ
た
。

、
一
九
七
八
年
、
勉
誠
社
。

誠
社
。

』、
一
九
八
九
年
、
岩
波
書
店
。

館
の
貴
重
書
画
像
（

）、
京
都
府
立
図
書
館
貴
重
書

）
参
照
。

一
六

『
徒
然
草
』（
一
九
七
九
年
、

者
が
絵
入
で
あ
る
が
、
本
文

る
。

年
は
『
岩
波
日
本
史
辞
典
』

、
笠
間
書
院
。



『
徒
然
草

京
都
府
立
総
合
資

書
館
、
昭
和
女
子

図
書
館
、
東
海
大

大
変
お
世
話
に
な

同
志
社
大
学
文
学

ま
で
の
受
講
生
の

沼
波
『
徒
然
草

高
乗
は
『
徒
然

た
と
書
い
て
い
る

『
増
訂
井
上
徒
然

頁
「
開
題
」。

〔
付
記
〕本

稿
を
成
す
に

大
阪
府
立
中
央
図

に
よ
っ
た
。

鈴
木
弘
恭
・
飯

鈴
木
春
湖
『
校

伊
藤
平
章
『
徒

井
上
頼
文
『
徒

内
海
弘
蔵
『
徒

藤
森
花
影
（
政

秋
梧
散
史
『
新

山
田
孝
雄
『
つ

沼
波
『
徒
然
草

鈴
木
『
徒
然
草

』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

料
館
、
京
都
府
立
図
書
館
、
国
文
学
研
究
資

大
学
図
書
館
、
相
愛
大
学
・
相
愛
女
子
短
期

学
付
属
図
書
館
、
同
志
社
大
学
図
書
館
、
佛

っ
た
。
特
に
記
し
て
、
謝
意
を
表
わ
し
た
い

部
の
日
本
文
学
講
読
の
講
義
が
な
け
れ
ば
で

皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
そ
の
機
会
を
下
さ
り
、

講
話
』
一
頁
、
序
段
〔
評
〕。

草
の
研
究
』
八
頁
「
例
言
」
に
、
明
治
四
十

が
、
不
審
。

草
講
義
』
改
訂
縮
刷
六
十
九
版
（
一
九
二

あ
た
り
、
多
方
面
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
特

書
館
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
、
京
都
大

田
武
郷
『
国
語
講
義
録
・
徒
然
草
』
一
八
九

註
徒
然
草
文
段
抄
』（
一
八
九
二
年
、
積
善

然
草
講
義
（
上
・
下
）』（
一
八
九
三
年
、
誠

然
草
講
義
』（
一
八
九
四
年
、
尚
栄
堂
）
ほ

然
草
評
釈
』（
一
九
一
一
年
、
明
治
書
院
）

次
郎
）『
徒
然
草
詳
解
』
一
九
一
二
年
、
良

訳
註
解
徒
然
草
』
一
九
一
六
年
、
立
川
文
明

れ
つ
れ
草
』
一
九
四
三
年
、
宝
文
館
。

講
話
』
巻
頭
「
凡
例
」。

文
段
抄
』
の
記
述
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二

料
館
、
国
立
国
会
図

大
学
図
書
館
、
天
理

教
大
学
図
書
館
に
は

。
ま
た
、
本
稿
は
、

き
な
か
っ
た
。
こ
れ

暖
か
く
見
守
っ
て
下

四
年
の
本
を
参
照
し

〇
年
、
尚
栄
堂
）
五

に
、
文
献
調
査
で
は
、

学
文
学
部
図
書
室
、

〇
年
、
国
語
伝
習
所
。

館
）
ほ
か
。

之
堂
書
店
）
ほ
か
。

か
。

ほ
か
。

心
堂
書
店
。

堂
。

一
）
訂
正
三
十
六
版

さ
っ
た
恩

一

師
加
美
宏
先
生
に
感
謝
の
言
葉
を
捧
げ
ま
す一

七 。



『
徒
然
草
』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

一
一
八

宝暦６年書写９行本

伝小堀遠州書写 行本

相愛大春曙文庫８行書
本

相愛大春曙文庫 行書
本

伝中院通村筆８行書写

相

相

写 相

写 相

本 相

愛大

愛大

愛大

愛大

愛大

多和文庫蔵９行書写本
瀧村記念文庫蔵 行書写
臼杵本

多和文
本 大
大
阪女
分県

春曙文庫 ・

春曙文庫 ・

春曙文庫 ・

春曙文庫 ・

春曙文庫 ・

庫
子大学附属図書館
臼杵市立臼杵図書館 三門和

春

春

春

春

春

宝

寛
書

號 慶

暦６年（ ）書写

永元年（ ）７月 日
写か

長９年（ ）書写
伝猪苗代兼与筆８行書
本
筑波大学附属図書館蔵
行書写本
筑波大学附属図書館蔵
行書写本
中田光子氏蔵本１
中田光子氏蔵本２
中田光子氏蔵本３
真田家旧蔵 行書写本

写 筑

筑

筑

中
中
中
長

波大

波大

波大

田光
田光
田光
野市

天理図書館蔵 行書写

伝光悦筆９行本（天理本

本 天理図

） 天理図

学附属図書館 ル

学附属図書館 ル

学附属図書館 ル

子氏
子氏
子氏

書館

書館

イ

慶

江

イ

イ

長・元和年間（
）か

戸初期か

寛文４年書写９行本

田中忠三郎蔵本

青谿本

藍表紙本

卜部本

主牧本

天

田
東
園
東
園
東
園
東
園

理図

中忠
海大
文庫
海大
文庫
海大
文庫
海大
文庫

東海大
園

写 東
究

文庫
京大
室

桃園文庫本

細川幸隆筆文禄５年書
本

書館

三郎
学附属図書館蔵桃 桃 ・

学附属図書館蔵桃 桃 ・

学附属図書館蔵桃 桃 ・

学附属図書館蔵桃 桃 ・

学附属図書館蔵桃 桃 ・

学文学部国語学研

寛

室

室

文

室

文

文４年（ ）書写

町後期

町期か近世初期

禄４年（ ）

町期写

禄５年（ 年）書写

東大文学部国文学研究
蔵 行書写本
東大文学部国文学研究
蔵７行書写本

本居文庫蔵 行書写本

八戸市立図書館蔵 行書写
桜井本
蓬左文庫蔵本２
蓬左文庫蔵本１

室 東
究

室 東
究
東
究

本 八
福
名
名

京大
室
京大
室
京大
室
戸市
岡県
古屋
古屋

龍谷大学蔵写字台文庫
（延徳本）
佛教大学蔵 行書写本
佛教大学蔵 行書写本

本 龍谷大
台
佛
佛

文庫
教大
教大

学文学部国文学研

学文学部国文学研 中世
１

学文学部国文学研 本居・
国文

立図書館 南
糸島郡志摩町桜井神社
市蓬左文庫
市蓬左文庫
学大宮図書館写字

学図書館 ・
学図書館 ・

・５

技

元

・
・

延

禄５年（ ）萩原員従書写

徳２年（ ）

佛教大学蔵７行書写本
佛教大学蔵８行書写本

佛
佛
教大
教大

学図書館 ・
学図書館 ・

・
・



『
徒
然
草
』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

一
一
九

〔一覧表１ １〕冒頭部に「序段

伝 本 名
１ 正徳六年書写 行本

２ 学習院大日語日文学科蔵
行書写本

３ 岸上慎二氏蔵本

４ 吉田幸一氏蔵伝幽斎本
５ 宮内庁書陵部蔵桂宮本
６ 菊亭家旧蔵本

７ 太宰本

」を置

園部町
学習院
学科

岸上慎

吉田幸
宮内庁
京都大

京都府

８ 支子文庫７行書写本 九州大

かない写本

所 蔵 請求番
教育委員会，小出文庫
大学日本語日本文

二氏

一氏
書陵部
学附属図書館寄託 ・ツ・

号

立総合資料館 特 ・

正

江
（
天

室

慶

学附属図書館 ツ

成 立
徳６年（ ）書写

戸 初 期， 元 和 ８ 年
）以前

正・慶長（ ）頃写

町期

長７年（ ）奥書

９ 熊本大学教育学部蔵８行
書写本

延宝四年書写８行本

細川三斎忠興筆本

秋山文庫蔵 行書写本
国文研蔵９行書写本
高乗勲旧蔵９行書写第１本
伝中和門院書写 行本
偏易書写 行本
烏丸光広奥書７行書写本

熊本大

熊本大
岡文庫
熊本大
細川家
桑名市
国文研
国文研
国文研
国文研
国文研

伝元政上人書写９行本
高乗旧蔵小形９行本

国文研
国文研

学教育学部

学附属図書館，北

学附属図書館寄託
永青文庫
立中央図書館

タ
，高乗勲文庫
，高乗勲文庫 仮１
，高乗勲文庫 仮
，高乗勲文庫 仮

延

室

文

江
江
寛
慶

，高乗勲文庫 仮
，高乗勲文庫 仮

江
江

宝４年（ ）書写

町期

化 年（ ）書写

戸初期か
戸初期か
文元年（ ）
長 年（ ）奥書
戸初期末か
戸中期か

宝玲文庫旧蔵 行書写本
（第２本）
浄教坊所持 行書写本
宝玲文庫旧蔵 行書写本
（第１本）
河野本２
河野本３
河野本４（野々口立圃書写本）
河野本１
河野本５（明暦２年慶海
書写本）
河野本６

国文研

国文研

国文研

今治市
今治市
今治市
今治市

今治市

今治市
河野本７ 今治市

，高乗勲文庫 仮

，高乗勲文庫 仮

，高乗勲文庫 仮

河野美術館
河野美術館
河野美術館
河野美術館

河野美術館

河野美術館

慶

室

宝

宝

明

河野美術館

長までか

町末期か

永年間（ ）か

永年間（ ）か

暦２年（ ）書写

河野本８
河野本
河野本 （烏丸本転写本）
河野本 （延宝４年書写本）
河野本
河野本
河野本
徳大寺公維筆天正 年書写本
陽明文庫蔵本
陽明文庫蔵略本
松井明之氏蔵本１
松井明之氏蔵本２

今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
今治市
財団法
財団法
財団法
松井明
松井明

伝常縁本 上 早

河野美術館
河野美術館
河野美術館
河野美術館
河野美術館
河野美術館
河野美術館
人 阪本龍門文庫
人 陽明文庫
人 陽明文庫
之氏
之氏

延

天
室
不
慶

稲田大学図書館蔵， 室

宝４年（ ）６月書写

正 年（ ）書写
町期
明
長８年（ ）奥書

町期

神宮文庫蔵本
遊行寺蔵 行書写本
専修大学蔵 行書写本

下 大
神宮文
神奈川
専修大

阪青山短大
庫
県遊行寺
学図書館

承

江

応２年（ ）

戸時代



『
徒
然
草
』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

一
二
〇

貞享５年刊 行本 佛
元禄４年刊 行本絵入 ◆
元禄 年刊苗村松軒解説
行本絵入 国

元禄 年刊 行本 国
宝永元年刊 行本絵入 佛
正徳２年刊 行本絵入 佛
享保７年刊本 今

元文２年刊 行本絵入 同

教大
不明

文研

文研
教大
教大
治市

志社

寛保元年刊 行本 国
寛延２年刊 行本 佛

文研
教大

学図書館 ・ ・

タ

タ
学図書館 ・ ・
学図書館 ・ ・
河野美術館

大学図書館

貞
元

元

元
宝
正
享

元

タ
学図書館 ・ ・

寛
寛

享５年（ ）刊
禄４年（ ）

禄 年（ ）刊

禄 年（ ）刊
永元年（ ）刊
徳２本（ ）刊
保７年（ ）刊

文２年（ ）刊

保元年（ ）刊
延２年（ ）刊

明和８年刊 行本 北
文化 年刊屋代弘賢校訂
行本 京

幕末刊 行本 金

嘉永３年補刻 行刊本 佛

明治 年求版 行小形本 相

〔一覧表２ ２〕行末一杯まで書か

海学

都大

城学

教大

愛大

れて

伝 本 名

園大北駕文庫 叢

学 国文 頴原
庫

院大学図書館

学図書館 ・ ・

春曙文庫 ・

いるが，「序段」を置かないと見

文

春

明
文
校

天

嘉

明

られ

所 蔵 請求番号
寛

和８年（ ）刊
化 年（ ）屋代弘賢
訂

保以降（ 年 ）か

永三年（ ）補刻

治 年（ ）求版

る版本

成 立
永（ ）の初め頃，１ 整版 行本 佛

２ 正保２年刊 行本 京
３ 正保３年刊 行本 佛
４ 慶安元年刊 行本 佛
５ 元禄４年刊絵抄 行本 同
６ 元文５年刊 行本絵入 大
７ 寛延４年刊 行本絵入 佛

〔一覧表２ ３〕改行して「序段」

教大

都大
教大
教大
志社
阪府
教大

部を

伝 本 名

学図書館 ・ ・

学附属図書館
学図書館 ・ ・
学図書館 ・ ・
大学図書館
立中之島図書館
学図書館 ・ ・

区分する版本

刊
正
正
慶
元
元
寛

所 蔵 請求番号
・ ・ 明

行
保２年（ ）
保３年（ ）刊行
安元年（ ）刊
禄４年（ ）刊行
文５年（ ）刊行
延４年（ ）刊行

成 立
暦４年（万治元 ）刊１ 明暦４年刊 行本 佛

２ 万治３年刊 行本絵入 佛

３ 寛文 年刊 行本（松会
本）絵入 佛

４ 寛文 年刊 行本絵入 京
５ 元禄３年刊 行本 今

６ 元禄７年刊 行本絵入 佛

７ 延享５年刊 行本 金

教大

教大

教大

都大
治市

教大

城学

８ 宝暦９年刊 行本 国
９ 天明９年刊 行本 国

文研
文研

学図書館

学図書館 ・ ・

学図書館 ・ ・
・

学附属図書館
河野美術館 ・

学図書館 ・ ・

院大学図書館

タ５

行
万

寛

寛
元
元
開

延

タ５
宝
天

治３年（ ）刊

文 年（ ）

文 年（ ）
禄３年（ ）刊行
禄７年（ ）７月吉日
板

享五年（ ）求版

暦９年（ ）刊行
明９年（ ）刊行

明治頃刊 行本 佛

（注１） 伝本名は私に便宜的に付
（注２） 不明本は高来勲『徒然草

教大

けた
の研

学図書館 ・ ・

ものである。
究』の写真による。

明治頃（ 以降）



『
徒
然
草
』
に
「
序
段
」
は
な
か
っ
た

一
二
一

〔一覧表１ ２〕行末一杯まで書

伝 本 名

１ 井田等氏蔵 行書写絵入
本

２ 宮内庁書陵部蔵本（御所
本）

３ 寛永 年範次書写８行本
４ 河野本９
５ 正徹自筆永享３年書写本

か

井

宮

国
今
静

６ 飛鳥井雅章自筆本 静

れて

田等

内庁

文研
治市
嘉堂

嘉堂

７ 天理図書館蔵 行書写本 天理図

いるが，「序段」を置かないと

所 蔵 請求番

書陵部 ―

，高乗勲文庫 仮
河野美術館
文庫

見

号

文庫

られ

延

寛

永
雅

書館
直

る写本

成 立

宝７年（ ）以降

永 年（ ）

享３年（ ）書写
章没（延宝７年， ）
前か。

８ 高倉本

９ 南葵文庫８行書写本

〔一覧表１ ３〕改行して「序段

伝 本 名

１ 相愛大春曙文庫 行書写
本

２ 桑原文庫９行書写本

東
園
東

」

相

島

海大
文庫
京大

部を

愛大

根大
３ 東洋文庫蔵室町末期写本 東洋文

学附属図書館蔵桃 桃 ・

学附属図書館 ―

区分する写本

所 蔵 請求番

春曙文庫 ・

学附属図書館

号
春

庫（岩崎文庫） 室

成 立

町末期か

〔一覧表１ ４〕行末一杯まで書

伝 本 名

１ 王堂本

〔一覧表２ １〕冒頭部に「序段

伝 本 名

か

東
園

」

１ 嵯峨本（第１種類） 行本 大

れて

海大
文庫

を置

東急
２ 嵯峨本（第３種本） 行本 東洋文

いるが，記号で章段区分をして

所 蔵 請求番
学附属図書館蔵桃 桃 ・

かない版本

所 蔵 請求番

い

号

号
記念文庫

る写

江

慶
庫（岩崎文庫） 慶

慶

本

成 立

戸初期写

成 立
長頃（ ）刊
長頃（ ）刊
長・元和年間（３ 嵯峨本（第４種本）

４ 慶長中刊 行本（ロ種本）
５ 慶長中刊 行本（イ種本）

６ 慶長中刊 行本

７ 烏丸本（慶長 年刊 行
本）

８ 杉田良庵玄与開板 行本

９ 元和寛永中刊 行本

国

東
東

佛

鶴

正保２年刊 行本 佛

立国

洋文
洋文

教大

見大

教大
万治２年刊 行本 佛教大

会図書館

庫（岩崎文庫）
庫（岩崎文庫）

学図書館 ・ ・

学図書館

学図書館 ・ ・

慶
慶
慶
頃

慶

元
元

正
学図書館 ・ ・

・ ・
万

）刊
長頃（ ）刊
長頃（ ）刊
長・元和（ ）
か

長 年（ ）

和頃（ ）
和寛永年間（
）刊か

保２年（ ）刊
治２年（ ）刊行

寛文７年刊 行本

寛文８年刊 行本
寛文 年刊 行本絵入

佛

国
今

教大

文研
治市

学図書館 ・
タ

河野美術館 ・

寛

寛
寛

文７年（ ）

文８年（ ）
文 年（ ）刊


